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「毎日がいそがしい」
松本馨代

か よ

さん（長野県山ノ内町） 写真・文／小山博孝

仕事と
趣味で

多くの
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北
信
濃
・
中
野
市
牧
の
入
ス
ノ
ー
パ
ー
ク
で
開
か
れ

た
〝
ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
選
手
と
滑
ろ

う
・
ス
キ
ー
と
雪
遊
び
を
楽
し
む
交
流
会
〞（
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
よ
ま
せ
自
然
学
校
主
催
）。

「
次
は
、
私
と
い
っ
し
ょ
に
滑
っ
て
ね
」
と
子
供
た

ち
に
せ
が
ま
れ
、
笑
顔
で
応
え
な
が
ら
、
共
に
ス
キ

ー
リ
フ
ト
に
乗
り
込
む
松
本
馨
代
か

よ

さ
ん
（
二
四
歳
）。

松
本
さ
ん
は
、
二
〇
〇
五
年
、
地
元
・
長
野
で
開
催

さ
れ
た
Ｓ
・
Ｏ
世
界
大
会
（
ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
ス
）
に
ス
キ
ー
選
手
と
し
て
出
場
し
、
ス
ー
パ

ー
Ｇ
（
二
位
）、
大
回
転
（
二
位
）、
回
転
（
三
位
）

と
大
活
躍
し
た
。
松
本
さ
ん
た
ち
地
元
出
身
の
Ｓ
・

Ｏ
出
場
選
手
を
支
援
し
て
き
た
の
が
、「
よ
ま
せ
自
然

学
校
」
を
中
心
と
し
た
皆
さ
ん
た
ち
だ
。

松
本
さ
ん
は
、
両
親
の
指
導
で
三
歳
か
ら
ス
キ
ー
を

始
め
、
保
育
園
児
の
こ
ろ
か
ら
地
元
の
競
技
会
に
出

場
す
る
な
ど
し
て
き
た
。
ジ
ャ
パ
ン
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
で
は
、
高
校
二
年
生
の
時
か
ら
今
年
の
大
会
ま
で

八
連
覇
中
と
、
輝
か
し
い
記
録
の
持
ち
主
だ
。

『揚げ物』のプロとして活躍する松本さん

手早くパック詰め

「料理するのは大好きです」という松本馨代（かよ）さん。毎日いそがしいが「仕事は楽しい」と言う

出来上がりを、すぐに店頭に並べる

通勤はバスで約１時間

マツヤ中野西店
〒383-0045

長野県中野市大字江部字松ノ木1236
TEL 0269-23-3000
FAX 0269-23-3322

県
立
飯
山
養
護
学
校
（
高
等
部
）
を
卒
業
し
た
松
本

さ
ん
は
、
在
学
中
の
夏
休
み
や
土
日
の
休
日
の
ア
ル

バ
イ
ト
と
、
秋
の
実
習
（
一
週
間
）
を
経
て
、
ス
ー

パ
ー
『
マ
ツ
ヤ
中
野
西
店
』
に
入
社
し
た
。
最
初
の

半
年
ほ
ど
、
寿
司
づ
く
り
の
部
門
に
配
属
さ
れ
た
が
、

そ
の
後
惣
菜
部
門
の
揚
げ
物
担
当
に
な
り
、
今
年
で

七
年
目
に
な
る
。
野
菜
と
牛
肉
の
コ
ロ
ッ
ケ
、
カ
ニ

や
エ
ビ
ク
リ
ー
ム
コ
ロ
ッ
ケ
、
鶏
の
か
ら
あ
げ
、
イ

カ
天
…
…
と
、
毎
日
二
〇
〜
三
〇
種
の
揚
げ
物
を
つ

く
り
店
頭
に
並
べ
る
な
ど
、
テ
キ
パ
キ
と
仕
事
を
進

め
る
。

ス
キ
ー
以
外
に
も
、
陶
芸
（
月
二
回
）、
ピ
ア
ノ

（
週
二
回
）、
さ
を
り
織
り
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ジ
ム

（
週
二
回
）
と
多
趣
味
で
、
行
動
派
の
松
本
さ
ん
。
仕

事
を
終
え
る
と
次
の
目
標
に
向
か
っ
て
職
場
を
後
に

し
た
。
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自分の技術の向上はもちろんだが、「子
供たちに教えることにもがんばりたい」
と意欲いっぱいの松本さん

交流会で、デモ滑降する松本さん（中野市牧の入スノーパークで）

さまざまな大会や行事には、いつもお母さん（写真右）といっしょに参加する

昼食時も、子供たちに人気の松本さん

スキー競技に知的障害者部門がないため、トリノでのパラリンピックには出場できな
かったが、派遣選手と同じウェア姿の松本さん

Ｓ・Ｏ世界大会の時、みんなで応援メッセージを書き込んだ横断幕

「今度は私といっしょよ」

カンジキをつけて雪中行進

33名が参加した交流会

「大丈夫、がんばってね」
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松本さんの陶芸作品

夜間瀬あけび工房では、陶芸、つる細工、手織り布など、手仕事を
体験できる。松本さんも、ここで陶芸を学び、製作している
夜間瀬あけび工房
〒381-0405 長野県下高井郡山ノ内町夜間瀬2420-6
TEL･FAX 0269-33-4377

２メートルのマフラー、６メートルのもの…と、さまざまな
「さをり織り」の作品を製作する。注文でつくることもある

「養護学校（高等部）時代の馨代（かよ）作品を
見て、ぬくもり、品を感じました。いいセンスを
持っていると思って、もう３年ぐらい教えていま
す」という藤本勉さんの指導で陶芸に励んでいる


